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は
じ
め
に

後
撰
和
歌
集
の
伝
本
は
そ
の
大
半
が
定
家
本
系
統
で
あ
り
、
知
ら
れ
て

(
l
)
 

い
る
非
定
家
本
は
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
加
え
て
、
巻
十
一
以
降
の
集
後

半
を
、
切
や
校
異
本
文
で
な
く
完
全
な
本
文
と
し
て
伝
え
る
非
定
家
本
の

伝
本
は
、
堀
河
本
・
雲
州
本
・
承
保
三
年
本
系
統
の

二
本

・
伝
坊
門
局
本
、

こ
れ
ら
だ
け
で
あ
る
。
堀
河
本
に
つ
い
て
「
定
家
本
に
対
立
す
る
別
系
統

の
一
伝
本
で
、
異
本
の
少
な
い
こ
の
集
に
は
、
き
わ
め
て
貴
重
な
証
本
価

(
2
)
 

値
を
も
っ
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

堀
河
本
後
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
を
加
え
た
論
は
現
在
ま
で
の

(
3
)
 

と
こ
ろ
杉
谷
寿
郎
の
論
の
み
で
あ
る
。

(
4
)
 

本
稿
で
は
堀
河
本
の
本
文
を
扱
う
た
め
の
基
礎
事
項
を
確
認
し
て
い
く
。

混
態
本
で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
と
、
そ
の
書
写
の
実
態
の
確
認
、
そ
し
て
、

そ
の
本
文
等
を
ど
う
把
握
す
る
の
が
よ
い
の
か
の
確
認
で
あ
る
。

一
堀
河
本
の
由
来
な
ど

堀
河
本
後
撰
和
歌
集
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『
八代
集
』
五
五
七
•
四
九

堀
河
本

『
後
撰
和
歌
集
』

「
二
五
・
四
糎

x
一
七
・
一
糎
、
胡
蝶
装
、
表
紙
は
紫
紺
紙
に
金
銀
の
箔
、

砂
子
で
雲
霞
文
様
を
描
く
。
題
篠
は
金
銀
の
撫
子
、
薄
桔
梗
の
下
絵

の
あ
る
短
冊
形
に

「後
撰
和
誇
集
上
（
下
）
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙

は
烏
の
子
紙
。
一

面
八
行
、
歌

一
行
沓、

詞
書
二
字
下
り
、
一
八
、

九
字
前
後
、
上
巻
は
巻
第
十
迄
、
下
巻
は
巻
十

一
以
下
。
下
巻
々
末

-
）
ヽ

此
八
代
集
堀
河
宰
相
具
世
卿
筆
也

為
後
証
加
奥
書
了羽
林
次
将
源
通
村

と
中
院
通
村
の
識
語
が
あ
る
。
」

と
あ
り
、

「後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
」
に
は
、

「
八
代
集
本
の

一
本
で
、
大
和
綴
の
上
・
下
二
冊
本

(25
.
3
x
1
7
.
o

cm
)。
表
紙
は
紫
の
染
地
を
地
紙
と
し
て
、
各
種
各
様
の
金
銀
切
箔
・

野
毛
を
一
面
に
撒
い
て
、
古
雅
な
美
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。
見
返
し

は
鳥
ノ
子
の
素
紙
に
金
銀
砂
子

・
切
箔

•
野
毛
な
ど
を
散
ら
し
て
い

の
う
ち
の
二
冊
で
あ
る
。
そ
の
書
誌
は

I

図
曾
寮
典
籍
解
題
文
学
篇
l

，
 

に
つ
い
て

福

田

孝
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る
が
、
表
紙
が
室
町
時
代
の
原
装
で
あ
る
に
比
し
、
こ
れ
は
江
戸
初

期
の
こ
ろ
の
補
修
に
か
か
る
も
の
。
表
紙
の
左
端
上
に
白
地
金
泥
草

花
文
の
題
篠
を
押
す
が
、
上
巻
が
女
郎
花
、
下
巻
が
桔
梗
で
、
琳
派

の
闊
達
な
画
趣
に
富
ん
で
い
る
。
そ
の
上
に
「
後
撰
和
請
（
歌
）
集

上
（
下
）
」
と
書
く
が
、
こ
れ
は
本
文
と
別
箪
で
、
つ
ぎ
に
述
べ
る

奥
跛
の
筆
者
と
同
じ
中
院
通
村
（
正
―
一
位
・
権
大
納
言
•
一
六
―
二

か
ら
一
六
五
三
）
の
揮
婚
と
見
ら
れ
る
。
料
紙
は
き
わ
め
て
厚
手
の

烏
ノ
子
。
上
巻
一
八
八
枚
、
下
巻

―
四
四
枚
を
重
ね
て
綴
じ
て
い
る

が
、
上
・
下
と
も
に
各
二
枚
あ
て
の
遊
紙
が
あ
る
。
歌
一
首
を
一
行
、

詞
書
を
一二
字
下
げ
に
し
て
一
面
七
ー
八
行
に
書
写
し
て
い
る
が
、
運

箪
の
速
い
す
こ
ぶ
る
奇
癖
に
満
ち
た
害
風
で
、
「
飛
鳥
井
流
」
の
著

し
い
影
轡
を
受
け
て
い
る
。
」

と
あ
る
。
こ
の
八
代
集
は

『詞
花
和
歌
集
』
の
み
別
筆
、
他
は
す
べ
て
同

箪
。
表
紙
題
綾
の
文
字
は

『校
本
と
研
究
』
に
言
う
と
お
り
全
冊
本
文
と

は
別
筆
で
あ
る
。
八
代
集
の
全
て
に
中
院
通
村
の
識
語
が
あ
り
、

「詞
花

和
歌
集
』
の
書
写
者
に
つ
い
て
の
み
「
但
此
一
冊
他
箪
也
」
と
記
し
、
他

の
集
に
つ
い
て
は
す
べ
て
書
写
者
は
堀
河
具
世
で
あ
る
と
言
い
、
書
写
者

が
堀
河
具
世
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
拾
遺
和
歌
集
」
『
千
載
和
歌
集
』

の
識
語
で
は
「
無
疑
者
也
」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
の
八
代
集
の
う
ち
で
は

『
拾
遺
和
歌
集
」
の
本
文
が
異
本
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

識
語
に
見
え
る
書
写
者
堀
河
具
世
に
つ
い
て
『
公
卿
補
任
」
か
ら
主

た
る
関
係
記
事
を
拾
っ
て
い
く
と
、
永
享
十

一
年
1
4
3
9

「
参
議
正
四
位

下
―
―
一
月
十
八
日
任
。
」
と
初
出
し
、
永
享
十
二
年
1
4
4
0

「
参
議
正
四
位

下
左
中
将
正
月
六
日
叙
従
三
位
三
月
舟
兼
任
加
賀
権
守
」
、
嘉
吉
二
年

1
4
4
2

「
散
位
前
参
議
従
三
位
加
賀
権
守
」
、
文
安
一―
一年
1
4
4
6

「
散
位
前

参
議
従
三
位
正
月
五
日
叙
正
三
位
」
、
宝
徳
四
年
1
4
5
2

「
散
位
前
参
議

正
一二
位
〔
次
年
以
下
不
見
〕
」
で
あ
る
。
『
校
本
と
研
究
』
で
は
「
こ
の
本

の
書
風
が
室
町
中
期
の
様
式
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
擬
定
筆
者
に
ほ

ぽ
適
合
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
真
偽
を
決
す
べ
き
比
較
資

料
が
な
い
今
日
、
具
眼
者
た
る
か
れ
の
鑑
定
を
一
応
容
認
す
る
外
あ
る
ま

い
」
と
述
べ
、
杉
谷
論
に
お
い
て
も
こ
の
見
解
を
二
此
う
べ
き
見
解
」
と

し
、
通
称
の
「
堀
河
具
世
箪
本
」
を
踏
襲
す
る
。
こ
こ
で
は
具
世
と
時
期

を
同
じ
く
す
る
十
五
世
紀
こ
ろ
の
筆
跡
と
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
し
て
お
く
。

「
図
害
寮
典
籍
解
題
文
学
篇
』
に
は
「

一
面
八
行
」
と
あ
り
、

「校
本

と
研
究
」
に
は
「

一
面
七
I
八
行
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
九
行
の
こ
と

も
あ
り
、

一
面
の
行
数
は

一
定
し
な
い
。
こ
の
八
代
集
中
で
実
見
し
た
の

は

『古
今
和
歌
集
』

Z

後
撰
和
歌
集
」
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
三
集
で
あ
る
が
、

『
古
今
和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
と
で
は
押
界
が
施
さ
れ
て
几
帳
面
に
書

写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

『後
撰
和
歌
集
』
で
は
押
界
が
用
い
ら
れ

た
形
跡
は
な
い
。
書
写
時
期
が
違
う
せ
い
な
の
か
、
こ
の
八
代
集
の
書
写

の
方
針
が
集
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
せ
い
な
の
か
。
こ
の
八
代
集

全
体
の
書
写
の
在
り
様
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
堀
河
本
後
撰
和
歌
集
で
は
巻
頭
を
示
す
目
印
と
し
て
各
巻
の
巻

頭
前
後
の
丁
の
オ
モ
テ
か
ウ
ラ
の
小
口
側
の
中
央
に

6
皿
四
方
く
ら
い
の

金
色
の
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
か
そ
の
剥
が
れ
跡
が
残
っ
て
い
る
。
実
際

の
使
用
の
便
を
考
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
金
紙
片
が
残
っ
て
い
る
の
が

巻
八
・
巻
九
•
巻
十

ニ
・
巻
十
四
•
巻
十
五
•
巻
十
八
•
巻

二
十
で
あ
る
。
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剥
が
れ
跡
だ
け
あ
る
の
が
巻
一
―
•
巻
三
・
巻
四
•
巻
五
•
巻
六
•
巻
七
・

巻
十
•
巻
十

一―
―
•
巻
十
九
で
あ
る
。
巻
一
と
巻
十
一
と
は
そ
れ
ぞ
れ
各
冊

の
冒
頭
に
当
た
る
の
だ
か
ら
目
印
と
し
て
の
金
紙
片
は
貼
ら
れ
た
形
跡
が

な
い
が
、
巻
十
六
・
巻
十
七
に
も
そ
の
跡
が
見
付
け
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
歌
の
上
に
貼
ら
れ
て
い
た
付
箋
が
剥
が
さ
れ
た
跡
が
何
ヶ
所
か

あ
る
。

(
5
)
 

,..... 
1
0
7
.
 I二
春
下
7`
オ
•
2
9
,
 
歌
「
つ
ね
よ
り
も
」
の
右
上
。

2

l

l

l

ニ
ニ
春
下
,
7
ウ
.
3
0
,
 
歌
「
春
ふ
か
き
」
の
右
上
。

3

l

娑
四
夏
.
8
ウ
.
4
3
,
 
歌
「
夏
の
夜
の
」
の
右
上
。

4
 19
6
.
 
四
夏
9

オ
、
土
．
歌
「
い
か
に
せ
む
」
の
右
上
。

5
 21
5
,
 
四
夏
l

l

オ
,
4
6
,

歌
「
か
も
か
は
の
」
の
右
上
。

6
 36
2
,
 七
秋
下
•
2ウ
、
7
0
.歌
「
行
か
へ
り
」
の
上
。

7
 36
6
,
 七
秋
下
•
3オ
•7
0
,
 
歌
「
天
の
原
」
の
右
上
。

8
 37
9
,
 
七
秋
下
｀
5

オ

'72.
歌
「
あ
っ
さ
弓
」
の
右
上
。

9
 39
1
,
 
七
秋
下
、
6

ウ
7
4
,

歌
「
玉
か
つ
ら
」
の
右
上
。

10 3
9
3
,
 七
秋
下
•
7オ
7`
4
,
 
歌
「
か
、
み
山
」
の
右
上
。

1
1
 4
4
0
,
 
七
秋
下
,
1
4
オ
,
8
1
,

歌
「
う
ち
山
の
」
の
右
上
。

12 4
5
1

の
あ
と
9

八
冬
l

ウ
.
8
3
,
 
歌
「
神
無
月
」
の
右
上
。

13 4
5
7
,
 
八
冬
2

ウ、
8
4
,

歌
「
ち
は
や
ふ
る
」
の
右
上
。

14 4
8
3
,
 八
冬
•
6オ
,
8
7
,歌「
ま
こ
も
か
る
」
の
右
上
。

15 4
9
4
,
 
八
冬
7

オ
.
8
8
,
 
歌
「
涙
河
」
の
右
上
。

16 5
0
7
,
 
九
恋
―
.

l

ウ
.
9
0
,
 
歌
「
あ
つ
ま
路
の
」
の
右
上
。

17 5
2
0
,
 
九
恋
―
,
4
オ
.
9
2
,
 
歌
「
よ
と
A

も
に
」
の
上
。

18 5
2
5
,
 九
恋
―
,
4ウ
•
9
3
,
 
歌
「
ほ
か
の
せ
は
」
の
右
上
。

19 5
3
3
.
 
九
恋
―
,
6
オ
.
9
4
.
 
歌
「
立
か
へ
り
」
の
右
上
。

20 5
4
2
.
 
九
恋
一
、
7

オ、
9
5
,

歌
「
こ
む
と
い
ひ
て
」
の
右
上
。

21 5
6
0
 `
九
恋
一
、

l
o
ウ
.
9
9
,
 
歌
「
身
は
は
や
く
」
の
右
上
。

22 5
6
1
.
 九
恋
―

-
l
o
ウ
9
9
.
i

歌
「
住
吉
の
」
の
右
上
。

23 5
6
5
,
 九
恋
―
.
1
1
オ
.
9
9
,
 
歌
「
こ
ひ
を
の
み
」
の
上
。

24 6
0
6
.
 
十
恋
二
,
2
オ
.
1
0
5
.

歌
「
か
く
れ
ぬ
に
」
の
右
上
。

25 6
2
2
,
 
十
恋
二
.
4
ウ
.
1
0
9
,

歌
「
夜
も
す
か
ら
」
の
右
上
。

26 6
2
3
,
 
十
恋
二
,
5
オ
,
1
0
9
、
歌
「
お
も
へ
と
も
」
の
右
上
。

27 6
6
3
.
 
十
恋
二
．
l

l

ウ
,
1
1
8
.
 
歌
「
か
す
か
の
の
」
の
右
上
。

28 6
8
2
,
 
十
恋
一
―.
1
5
オ
.
1
2
1
.
 
歌

「立
よ
ら
は
」
の
右
上
。

29 6
8
6
.
 
＋
恋
二
,
1
5
ウ
.
1
2
2
.

歌
「
人
つ
て
に
」
の
右
上
。

す
べ
て
上
冊
で
あ
り
、
下
冊
に
同
様
な
も
の
が
見
出
せ
て
い
な
い
。
剥
が

し
跡
か
ど
う
か
不
確
か
な
も
の
も
す
べ
て
掲
出
し
た
（
不
確
か
な
の
は
通

し
番
号

1
3
.
2
1
.
2
2
.
2
3
.
2
4
.
2
4
.
2
6
.
2
7
)
。
付
箋
に
は
歌
に
関
す

る
注
記
（
他
出
・
類
歌
・
説
明
等
）
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
歌
に
共
通
す
る
性
質
を
見
出
せ
て
い
な
い
。

ま
た
、
巻
二
十
の
巻
末
に
あ
た
る
1
2
オ
.
2
7
4
に
は
巻
末
歌
1
4
2
5
番
歌
が

記
さ
れ
た
後
の
余
白
部
に
、

一
紙
片
の
対
角
二
箇
所
の
貼
り
跡
が
残
っ
て

い
る
。
高
さ

19Cm
く
ら
い
、
幅
9
C
m
く
ら
い
の
紙
片
が
こ
の
面
の
上
辺
と

小
口
と
に
接
す
る
形
で
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
大
き
さ
か

ら
す
る
と
、
歌
に
関
す
る
注
記
と
い
う
よ
り
写
本
に
関
わ
る
記
載
が
な
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

各
歌
の
上
の
付
箋
跡
も
巻
二
十
巻
末
の
貼
紙
跡
も
書
写
者
自
身
が
貼
っ

て
使
用
し
た
も
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
ほ
か
に
イ
本
の
歌
を
補
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人
す
る
貼
紙
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
本
文
そ
の
も
の
に
関

わ
る
書
き
込
み
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
後
撰
和
歌
集
を

熱
心
に
読
も
う
と
す
る
態
度
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

い
つ
の
段
階
で
剥
が
さ
れ
た
も
の
か
も
知
り
得
な
い
。

歌
数
や
歌
序
に
つ
い
て
の
考
察
は
杉
谷
論
文
が
厳
密
な
検
討
を
加
え
て

お
り
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
。
杉
谷
は
結
論
と
し
て

「そ
の
歌
序
形
態
は
、
天
福
本
を
も
と
に
し
て
い
う
と、

天
福
本
の

―
四
二
五
首
に
対
し
て
一

0
首
の
歌
が
加
わ
り
、
一
八
首
の
歌
を
持

た
な
い
の
で
、
一
四
一
七
首
本
と
な
り
、
さ
ら
に
一
七
箇
所
に
歌
序

位
値
の
移
動
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
独
自
現
象
の
な

か
に
は
、
後
世
的
な
錯
誤
、
校
定
に
よ
る
変
移
が
は
な
は
だ
多
く
み

う
け
ら
れ
、
堀
河
本
の
形
態
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の
系
統
本
本
来
の
形

態
と
は
考
え
難
い
。
」

「
堀
河
本
は
、
そ
の
書
写
過
程
に
お
け
る
変
移
を
多
盈
に
も
ち
は
す

る
が
、
と
に
か
く
独
立
し
た

―
つ
の
系
統
本
と
し
て
の
位
匪
を
占
め

る
本
文
で
あ
る
と
認
定
し
う
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

二
堀
河
本
の
混
態
の
様
相

堀
河
本
後
撰
和
歌
集
に
つ
い
て
杉
谷
は
混
態
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

「
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
の
各
巻
に
お
い
て
は
、
特
定
の
系
統
本
に

対
し
て
と
く
に
親
し
い
と
か
、
ま
た
は
疎
遠
で
あ
る
と
い
う
閲
係
は

み
ら
れ
な
く
、
各
系
統
本
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
ひ
と
し
な
み
に
同
文

率
の
大
き
い
巻
は
上
り
、
少
な
い
巻
は
下
る
と
い
う
、
ほ
ぼ

一
定
の

関
係
を
示
し
て
い
る
。」

「堀
河
本
の
本
文
は
、
巻
十
五
以
降
の
六
巻
に
お
い
て
、
巻
十
五
・

十
六
の
二
巻
お
よ
び
巻
十
七
巻
初
は
承
保
本
と
、
ま
た
巻
十
七
【
但

し
巻
初
約
二
十
首
ほ
ど
を
除
く
】
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
四
巻
は
定
家

本
諸
本
と
き
わ
め
て
親
し
い
関
係
で
あ
り
、
そ
の
関
係
は
巻

一
か
ら

十
四
に
至
る
十
四
巻
と
の
諸
本
関
係
と
は
ま
っ
た
く
異
質
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」

以
上
の
指
摘
を
再
確
認
す
る
。
表
1
は
杉
谷
が
掲
載
す
る
他
本
と
比
較

し
て
載
せ
て
い
る
数
字
を
も
と
に
百
分
率
で
示
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

巻
十
四
ま
で
は
他
の
ど
の
写
本
と
も
親
し
く
な
い
。
巻
十
五
と
十
六
と
で

は
承
保
三
年
本
と
の
数
字
が
七
割
を
超
え
、
そ
の
親
し
さ
が
顕
著
と
な
る
。

巻
十
七
以
降
で
は
定
家
本
と
の
一
致
率
が
顕
著
と
な
る
。
巻
十
七
だ
け
数

字
が
下
が
る
が
、
杉
谷
が
言
う
よ
う
に
冒
頭
二
十
首
ほ
ど
ま
で

（杉
谷
は

具
体
的
な
位
置
を
特
定
し
て
い
な
い
が
、
本
税
で
は

一
ーニ

五
番
歌
ま
で

と
見
て
い
る
）
は
巻
十
五
•
十
六
を
引
き
継
い
だ
承
保
三
年
本
の
本
文
と

同
一
系
統
と
見
え
る
。

以
上
に
関
わ
っ
て
、
少
な
く
と
も
二
種
の
本
文
系
統
の
混
態
で
あ
る
こ

と
は
巻
数
題
と
部
立
名
と
の
関
係
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
堀
河
本
は
巻
＋

七
ま
で
は
⑦
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
巻
数
題
の
下
に
部
立
名
が
あ
り
、
巻
十

八
以
降
は
定
家
本
同
様
に
④
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
巻
数
題
の
左
別
行
に
部

立
名
が
米
る
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
巻
数
題
の
下
に
部
立
名
が
来
る
の

は
汎
消
輔
本
系
統
、
そ
し
て
承
保
三
年
本
系
統
の
巻
十
六
以
降
に
見
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
堀
河
本
は
三
種
類
の
本
文
か
ら
な
る
混
態
本
ら
し
い
。
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表
2
の
上
部
に
示
し
た
様
相
と
な
る
。

(
6
)
 

実
は
承
保
三
年
本
系
統
と
さ
れ
て
い
る
写
本
も
混
態
本
と
考
え
ら
れ
る
。

巻

一
か
ら
巻
十
四
の
途
中
（
お
そ
ら
v
l
O
五
三
番
歌
ま
で
）
ま
で
が
定

家
本
の
無
年
号
本
B
本
の
本
文
に
近
い
本
文
を
持
ち
、
巻
十
四
の
途
中
（
お

そ
ら
く

一
0
五
四
番
歌
以
降
）
か
ら
巻
二
十
の
巻
末
ま
で
が
承
保
三
年
本

系
統
の
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
様
相
を
持
つ
。
表
2
に
示
し
た
両
本
の
様

相
か
ら
す
る
と
、
堀
河
本
の
巻

一
か
ら
巻
十
七
ま
で
の
す
べ
て
が
承
保
三

年
本
系
と
同
じ
系
統
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
が
、
表
3
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
異
文
箇
所
の
数
を
対
比
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

僅
か
に
重
な

っ
て
い

る
堀
河
本
と
の
共
通
部
分
の
巻
十
四
末
尾
一
―
十
首
の
異
文
数
も
ず
い

ぶ
ん

と
多
く
、
こ
の
部
分
の
本
文
は
承
保
三
年
本
系
統
と
は
異
な
る
本
文
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
堀
河
本
の
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
の
本
文
と
、

承
保
一―一
年
本
系
統
の
巻
十
四
の
途
中
か
ら
巻
二
十
ま
で
の
本
文
と
は
別
系

統
の
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。

混
態
に
つ
い
て
三
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
点
目
。
巻
十
四
ま
で
と
承
保
三
年
本
に
親
し
い
本
文
が
始
ま
る
と
考

え
ら
れ
る
巻
十
五
と
の
間
の
混
態
の
あ
り
方
が
奇
妙
で
あ
る
。
千
切
れ
る

と
い
っ
た
物
理
的
な
欠
損
を
補
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
巻
十
七
に
お

け
る
よ
う
に
、
巻
十
七
の
途
中
ま
で
が
承
保
一―
一
年
本
系
統
の
本
文
で
あ
り
、

そ
れ
以
降
が
定
家
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
、
と
か
、
承
保
三
年
本
の
よ
う

に
、
巻
十
四
の
途
中
ま
で
が
無
年
号
本
B
類
系
統
の
本
文
で
、
そ
れ
以
降

が
承
保
三
年
本
系
統
の
本
文
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
箇
所
は
巻
の

途
中
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
堀
河
本
の
場
合
、
巻
十
四

と
巻
十
五
と
の
あ
い
だ
の
、
区
切
り
が
良
い
と
こ
ろ
で
混
態
が
生
じ
て
い

表l
以下の辺は杉谷「後撰和歌集の詫本の研究」 P.208にある．堀河本をメインに鋸えて、

それと天福本ほかとの本文異同の対象箇所数を分母に、同一箇所数を％表示にしたものである。

天福本 雲州本 承保三年本 二荒山本 片仮名本

対・箇所同一箇所 ％ 同一箇所 ％ 対象箇所同一箇所 ％ 対象箇所同一箇所 ％ 対象同一薗所 9ヽ

172 70 40.7 75 43.6 172 62 36.0 172 52 30.2 172 50 29.1 

136 7958.1 7655.9 136 7152.2 130 5441.5129 5542.6 

295 141 47.8 148 50.2 295 136 46.1 191 63 33.0 295 108 36.6 

217 95 43.8 108 49.3 217 91 41.9 221 77 34.8 217 85 39.2 

172 102 59.3 89 51.7 172 99 57.6 167 88 52.7171 88 51.5 

264 128 48.S 136 50.4 270 1 26 46. 7 251 102 40.6 270 107 39.6 

291 155 53.3 140 48.1 291 133 45.7 289 115 39.8 291 104 35.7 

1 a4 95 51.9 sa 55.7 184 96 52.2 1 a2 89 48.9 1 a4 as 46.2 

292 152 52.1 149 51.0 292 146 50.0 292 115 39.4 292 115 39.4 

416 168 40.4 167 40.1 416 166 39.9 405 140 34.6 398 127 31.9 

367 122 33.2 115 31.3 367 119 32.4 

361 120 33.2 108 29.9 361 118 32.7 

387 1 so 38.8 109 28.2 387 140 36.2 

295 117 39.7 88 29.8 295 99 33.6 

283 102 36.0 49 17.3 283 219 77.4 

330 128 38.8 61 18.S 330 248 75.2 

272 173 63.6 77 28.3 273 131 48.0 

219 184 84.0 61 27.9 219 9242.0 

266 211 79.3 65 24.4 266 96 36.1 

257 196 76.3 72 28.0 257 100 38.9 

＿
二
三

四
五
六
七
八
九

十

＿
ニ

ー―
―
四
五

六
七
八
九

十

—+
+
+
+
+
+
+
+
+
-
―

巻

巻

巻

巻

巻

巻

雹

巻

鬱

轡

轡

轡

轡

巻

巻

巻

巻

巻

巻

巻

る
。
現
実
に
は
、
区
切
り
良
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
、
巻
十

四
巻
の
末
数
葉
と
か
巻
十
五
の
巻
頭
数
葉
の
部
分
で
混
態
が
生
じ
て
い
る

可
能
性
も
あ
り
は
す
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
指
摘
で
き
な
い
。
区
切
り
の
良

い
と
こ
ろ
で
混
態
化
し
て
い
る
と
す
る
と
、
当
該
箇
所
の
混
態
の
理
由
は

千
切
れ
た
と
い
っ
た
物
理
的
な
理
由
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
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表2

堀河本

巻．巻巻 巻．
巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻

=…•• ・・・・・・・ 十• 十• 十• 十• 十• 十• 十• 十• 十・ ニ
―― 十ーニ 三 四五六七八九十

←承保三
年本系

ー__JL一定家本系__jI 独自本文

承保三年本

巻巻巻• 一 ． ＝~．．．．．．． ． ．．．．巻．
巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻
十• 十 • 十. ,-. +. 十• 十• 十 • 十 ・ニ

―― 十 ー ニ 三 四五六七八九十

←—定家無年号B類系に近い本文—____J L__承保三年本系と ____J  
いってよい本文系

表
3

④
堀
河
本
巻
十
八
巻
頭

且が・ボキ

"' :＇. 

會

ぷ
貞
ク
元

4Vf長；

h
柁
な
勺
集
月
丑
な
上

⑦
堀
河
本
巻
一
巻
頭

巻
十
四
＼
十
七

堀
河
本
と
承
保
三
年
本
と
の
異
文
箇
所
数

異
文
筒
所
数
堀
河
本
面
数
面
数
あ
た
り
の
異
文
数

巻
十
四

9
9
4

1
 
1
0
5
3
 

1

7

6

2

1

8

4

 

1
0
5
4
 1
 
1
0
7
4
 

7

7

7

1

1

 

巻
卜
五
1
0
7
5ー

1
1
2
4

6

2

2

4

狂

巻
十
六
1
1
2
5

1
 
1
1
9
4
 

7

9

2

7

四

巻
十
七
1
1
9
5

1
 
1
2
1
5
 

26

邸

幻

1
2
1
6
 1
 
1
2
4
9
 

1

4

3

5

立
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二
点
目
。
奥
書
が
な
い
こ
と
が
奇
妙
で
あ
る
。
巻
十
七
の
途
中
か
ら
が

定
家
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
す
る
と
、
堀
河
本
の
末
尾
は
定
家
本
の
奥

杏
を
載
せ
る
元
の
写
本
の
本
文
マ
マ
と
な
り
奥
書
が
付
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
。
世
評
の
高
い
定
家
本
で
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
よ
う
と
し
て
、
雲

州
本
の
よ
う
に
定
家
本
の
奥
書
を
故
意
に
付
し
た
と
思
わ
れ
る
場
合
さ
え

あ
る
。
堀
河
本
の
ば
あ
い
奥
書
が
無
い
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
定
家

本
系
統
の
も
の
か
ら
単
純
に
本
文
だ
け
を
補
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。
補
わ
れ
た
巻
十
七
途
中
以
降
の
本
文
が
、
定
家
本
系
統
以
前
の
本

文
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

三
点
目
。
堀
河
本
の
親
本
よ
り
以
前
の
段
階
で
現
存
の
堀
河
本
の
混
態

は
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
継
ぎ
接
ぎ
の
実
状
を
示
す
痕
跡
を
堀
河

本
に
見
出
し
推
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
巻
十
四
か
ら
巻
十

五
に
か
け
て
は
堀
河
本
で
は
五
枚
を
重
ね
た
七
括
り
目
の
三
枚
目
に
あ
た

る
、
ま
た
巻
十
七
の
1
2
1
5
番
歌
と
1
2
1
6
番
歌
と
の
あ
い
だ
は
巻
十
七
第
五

丁
ウ
ラ
の
中
央
に
位
置
す
る
（
五
丁
オ
モ
テ
は
1
2
1
3
番
歌
詞
書
か
ら
始
ま

り
、
五
丁
ウ
ラ
は
1
2
1
7
番
歌
詞
書

「
題
不
知
」
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
）
。

本
稿
で
以
下
に
見
る
よ
う
に
堀
河
本
に
は
賂
し
い
書
き
込
み
が
あ
り
、
後

撰
和
歌
集
を
熱
心
に
読
も
う
と
す
る
態
度
の
あ
る
写
し
方
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
親
本
に
継
ぎ
接
ぎ
の
何
ら
か
の
痕
跡
が
あ
っ
た
な
ら

ば
、
そ
の
こ
と
を
注
記
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
巻
十
四
以

前
と
巻
十
五
以
降
と
が
混
態
化
し
た
時
点
と
、
巻
十
七
の
途
中
以
前
と
以

後
と
が
混
態
化
し
た
時
点
と
が
同
時
で
あ
っ
た
可
能
性
も
低
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
三
本
が
混
態
化
す
る
現
象
の
可
能
性
は
単
純
に
は
次
の
二
通
り

が
想
定
さ
れ
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
巻
十
五
以
降
が
何
ら
か

の
理
由
で
欠
け
た
も
し
く
は
欠
け
て
お
り
巻
十
五
以
降
が
承
保
三
年
本
系

統
の
本
文
で
補
わ
れ
、
そ
の
の
ち
巻
十
七
の
途
中
以
降
か
ら
が
再
び
何
ら

か
の
理
由
で
無
く
な
り
巻
十
七
の
途
中
以
降
が
定
家
本
系
統
の
本
文
で
補

わ
れ
て
、
そ
う
し
て
生
じ
た
の
が
現
状
の
混
態
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
巻
十
五
以
降
が
何
ら
か
の
理
由
で
欠
け
た
も
し
く
は
欠
け
て

お
り
巻
十
五
以
降
か
ら
巻
二
十
ま
で
が
他
本
の
本
文
で
補
わ
れ
た
、
そ
の

他
本
の
本
文
が
巻
十
五
か
ら
巻
十
七
の
途
中
ま
で
が
承
保
三
年
本
系
統
の

本
文
を
持
ち
、
巻
十
七
の
途
中
以
降
か
ら
が
定
家
本
系
統
の
本
文
で
継
が

れ
た
混
態
本
で
あ
っ
た
と
考
え
る
考
え
方
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
堀

河
本
書
写
者
が
こ
の
混
態
の
実
態
に
ど
こ
ま
で
気
付
い
て
い
た
か
は
疑
問

で
あ
る
。
部
立
名
の
書
き
方
の
差
異
な
ど
か
ら
推
察
は
で
き
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
が
、
親
本
が
混
態
の
本
文
を
持
つ
こ
と
を
物
理
的
に
示
す
徴
候

に
接
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
が
「
本
文
の
欠
損
に
よ
る
補
充
」
を
考
え
た
場
合
の
推
論
で
あ
る
。

実
は
杉
谷
は
以
上
の
よ
う
な
「
本
文
の
欠
損
に
よ
る
補
充
」
説
を
取
ら
な

い
。

「
巻
十
五
•
十
六
、
お
よ
び
巻
十
七
の
巻
頭
か
ら

二
十
首
ほ
ど
は
承

保
本
の
、
ま
た
、
巻
十
七
の
後
半
三
十
五
首
ほ
ど
、
お
よ
び
巻
十
七
・
+

八
•
二
十
の
諸
巻
は
定
家
本
諸
本
の
系
統
の
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
巻
十
八
の
数
首
は
部
分
的
に
承
保
本
系
の
本
文
を
も
も
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
単
純
な
る
欠
損
に
よ
る
補
充
で
あ
る
と
は
考
え
難

い
。」

と
言
い
、
「
巻
十
五
以
降
に
お
け
る
校
定
態
度
の
変
更
」
を
推
測
す

る
の
も
「
現
実
性
は
乏
し
い
」
と
言
う
。
そ
し
て
「
例
え
ば
、
分
担
執
筆
、

欠
巻
補
充
な
ど
の
よ
う
な
外
的
事
情
、
ま
た
校
定
と
い
う
内
的
事
情
な
ど
、

漸
次
複
合
の
要
素
が
入
り
ま
ざ
っ
て
伝
来
し
た
結
果
」
と
述
べ
る
。
巻
十
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四
ま
で
と
巻
十
五
以
降
と
の
混
態
に
つ
い
て
は
本
稿
の
先
の

一
点
目
と
関

わ
っ
て
「
分
担
執
筆
」
や
「
欠
巻
補
充
」
と
い
っ
た
見
方
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
巻
十
七
の
途
中
以
降
か
ら
の
混
態
化
に
つ
い
て
は
「
分

担
執
筆
」
や
「
欠
巻
補
充
」
と
い
っ
た
見
方
も
「
校
定
態
度
の
変
更
」
と

い
っ
た
見
方
も
し
に
く
い
よ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
別
の
、
「
巻
十
八
の

数
首
は
部
分
的
に
承
保
本
系
の
本
文
を
も
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
は
、

こ
の
「
数
首
」
が
ど
こ
を
指
す
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
こ
れ
に
対
す
る
言

及
が
し
に
く
い
の
だ
が
、
「
数
首
」
だ
け
が
他
系
の
本
文
を
持
つ
事
情
が

に
わ
か
に
は
想
定
し
に
く
い
。
巻
十
七
の
途
中
以
降
が
欠
損
を
補
っ
た
も

の
だ
と
す
る
と
、
承
保
三
年
本
系
の
「
数
首
」
の
断
片
の
み
が
何
ら
か
の

事
情
で
残
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
欠
損
が
補
わ
れ
た
さ
い
に

そ
の
断
片
の
本
文
が
生
か
さ
れ
た
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
疑
念
が
さ
ま
ざ
ま
に
存
し
は
す
る
も
の
の
、
混
態
本
で
あ
る
可

能
性
に
注
意
を
払
っ
て
堀
河
本
の
本
文
は
論
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三
堀
河
本
の
書
写
の
実
態

『
校
本
と
研
究
』
で
は
「
運
筆
の
速
い
す
こ
ぶ
る
奇
癖
に
満
ち
た
薔
風
」

と
言
い
、
杉
谷
は

「現
存
堀
河
本
の
運
築
の
速
い
こ
と
に
よ
る
不
用
意
な

本
文
書
写
」
と
い
う
言
い
方
で
堀
河
本
の
害
写
態
度
を
評
す
る
。

そ
の
主
張
に
う
べ
な
わ
れ
る
点
は
多
々
あ
る
。
ま
ず
、
書
損
を
、
削
っ

た
り
水
で
消
し
た
り
し
た
跡
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

1
 5,
 

一
春
上
,
3
オ
'
9
,

詠
人
「
左
大
臣
実
頼
」
の
上
に
て
詞
害
末
尾

と
思
わ
れ
る

「
は
し
け
る
」
の
害
損
を
水
で
消
す
。

2
 49
,
 
ニ
春
中
,
2
オ
,
1
7
,
 
詞
書
「
や
ま
と
の
」
の
「
ま
と
」
は
普
損

を
消
し
て
上
書
し
た
も
の
。

3
 5
2
 `

二
春
中•
2ウ

•1
8
,
 
歌
三
四
「
お
ら
さ
り
き
身
に
」
は
「
り
き
身
」

は
害
損
を
上
か
ら
ご
ま
か
し
た
も
の
。

4
 65
,
 ニ
春
中
•
4ウ
•
2
0
,
 
歌
四
「
も
ゆ
」
は
一
度
削
っ
た
文
字
の
上

に
書
く
。

5
 66
,
 ニ
春
中
•
5オ
•2
0
,
 
詞
書
「
古
歌
l

の
「
歌
」
は

一
度
削
っ
た

文
字
の
上
に
書
く。

6
 119. 三
春
下
•9
ウ
•
3
2
,
 歌
四
「
い
ま
は
ち
る
。
や
」
の

。
に

「と
」

を
補
入
。
（
こ
の
「
と
」
は

一
度
削
っ
て
再
補
入
と
み
え
る
）
。

7
 12
3
,
 
三
春
下
．

l
o
オ
,3
2
,
 
詞
害

「
や
よ
ひ
は
か
り
に
み
ち
」
の

「
に」

を
削
っ
て
消
す
。
（
見
せ
消
ち
ナ
シ
）
。

8
 172, 四
夏
5
オ
•
4
0
.
 詞
書

「
か
へ
り
け
る
人
に
あ
ま
た
の
あ
し

た
に
」
の
「
あ
」
を
見
せ
消
ち
（
右
に
訂
正
を
消
し
た
跡
）
。

9
 2
0
1
,
 
四
夏
9

オ
,
4
4
,
 
歌
二

「
お
も
ひ
そ
め
て
は
」
は
「
お
」
は

書
損
を
削
っ
て
直
し
て
い
る
。

10 
2
2
4
,
 
五
秋
上
,
2
ウ
,
4
9
.
 
歌

一
「
萩
」
は
も
と
の
字
を
水
で
消
し

て
普
き
直
し
た
も
の
（
校
本
は
「
風
」
を
消
し
た
と
み
る
）
。

11 2
6
1
,
 
五
秋
上
.
7
オ
,
5
3
,
 
歌
四
「
わ
ひ
し
き
声
に
」
の
「
わ
」
は
削
っ

て
直
し
た
と
見
え
る
。

12 
2
9
3
,
 
六
秋
中
,
6
オ
6`
0
.
 
歌
四
「
花
の
色
、
」
の
「
、
」
の
あ
と

に
字
を
削
っ
て
出
来
た
空
白
あ
り
。

13 
2
9
6
,
 
六
秋
中
.
6
ウ
.
6
1
.
 
歌
三

「
あ
か
す
身
は
」
の
「
は
」
を
見

せ
消
ち
に
す
る
も
右
側
の
訂
正
文
字
を
削
っ
て
消
し
、
「
は
」
は

ィ
キ
。
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14 
2
9
6
,
 
六
秋
中
,
6
ウ
,
6
1
.
 2
9
6
と
2
9
5

の
間
に
八
字
分
削
っ
て
消
し

た
跡
あ
り
。

1
5
3
8．
六
秋
中
,
7
オ
,
6
1
,
 
歌
二
「
お
も
も
く
お
し
み
」
の
「
も
く
」

の
二
字
は
削
っ
て
訂
正
し
た
も
の
。

16 
3
0
1
.
 六
秋
中
•7
オ
,
6
1
,
 
詞
書

「
ま
し
け
る
つ
い
て
に
」
の
「
つ

い
て
に
」
の
「
い
」
は

「
ひ
」
を
消
し
て
上
に
書
き
換
え
た
も
の
。

17 
3
0
7
,
 
六
秋
中
,
8
オ
.
6
2
,
 
歌
二
「
草
葉
は
い
と
も
」
の
「
葉
」
を

見
せ
消
ち
で
消
し
、
「も
」
を
「
と
」
と
訂
正
す
る
か
と
も
見
え

る
が
、
い
ず
れ
も
い
っ
た
ん
書
い
た
も
の
を
削
っ
て
見
え
な
く
し

て
訂
正
ナ
シ
に
し
て
い
る
と
見
え
る
。

18 4
1
6
,
 
七
秋
下
,
9
ウ`
7
7
,
 
歌
の
前
に
前
歌
「
読
人
不
知
」
の
「
読
人
」

を
目
移
り
し
て
普
き
か
け
、
削

っ
て
消
す
。

19 4
9
5
,
 
八
冬
,
7
オ
,
8
8
,
 
歌

一
「
ふ
る
雪
に
」
の

「
る
」
の
両
側
に
削

っ

て
消
し
た
跡
。
左
の
見
せ
消
ち
・
右
の
訂
正
を
消
し
た
か
。

20 
5
5
8
,
 
九
恋

―
.1
0
ウ
.
9
9
.
 
詞
書
「

つ
か
は
さ
す
」
の
「
か
」
の
左

に
削

っ
て
消
し
た
跡
あ
り
。

21 6
1
0
,
 
十
恋
二
,
2
ウ
,
1
0
6
,
 

「
つ
」
の
左
下
に
削
り
跡
。

22 7
4
0
,
 
十
一
恋
三
.
9
ウ
,
1
4
2
,
 
歌
二
「
ま
た
み
え
ぬ
な
く
に
」
の
「
え
」

の
下
に
削
り
跡
。

23 
7
8
7
,
 
十
一
恋
―
―
―
-loo
ォ,
1
5
0
,
 
詞
書
は
次
歌
の
詞
書
冒
頭
「
敦
慶

親
」
を
指
頭
で
消
し
て
「
た
い
し
ら
す
」
と
書
い
た
も
の
。

24 
9
1
2
,
 十
三
恋
五
,
5
オ
,
1
7
3
,
 
詞
書
冒
頭
「
あ
へ
り
」
の
上
あ
た
り

高
さ
を
間
違
え
て
書
い
た
「
あ
へ
り
」
を
削

っ
た
の
ち
正
し
い
高

さ
か
ら
「
あ
へ
り
」
を
書
く
。

25 9
1
7
,
 十
三
恋
五
,
5ウ
•
1
7
4
,
 
詞
書
「
い
つ
は
り
け
る
女
」
の
「
い
つ
」

見
せ
消
ち
で

「＼

エ
カ
タ
ウ
」
（
「
い
つ
」
に
削
っ
た
跡
あ
り
）
。

26 
9
3
1
.
 
十
三
恋
五
，8
オ
・
1
7
6
,

歌
四
五
は
次
歌
9
3
2

の
下
句
を
目
移

り
し
て
書
い
た
も
の
を
指
頭
に
て
消
し
て
直
す。

27 
1
0
4
0
,
 十
四
恋
六
•
9オ

•1
9
4
疇
歌
四
「
ゆ
て
ふ
」
は
削

っ
た
上
に

書
き
直
し
た
も
の
。

28 1
0
6
8
,
 十
四
恋
六
,
1
3ウ
•
1
9
9
,
 

「本
」
は
上
か
ら
の
重
ね
害
き
。

29 
1
2
0
3
,
 
十
七
雑
三
.
3
ウ
.
2
2
9
,
 
歌
四

「た
れ
を
わ
く
と
も
」
の
「
と

も
」
に
イ
本
を
右
傍
書
で
書
い
て
削
っ
た
跡
あ
り
。

30 
1
2
6
4
,
 
十
八
雑
四
4

ウ・
2
4
3
,

歌
―
-
「
い
ひ
つ
」
の
と
こ
ろ
に
削
っ

て
消
し
て
書
い
た
形
跡
。

31 
1
2
9
1
.
 
十
八
雑
四
9

ウ
.
2
4
8
,
 
歌
三

「
も
、
し
さ
を
」
の
「
さ
」

を
見
消
で
「
き
」
に
訂
正
。
そ
の
さ
い

「
さ
」
を
削

っ
て
消
そ
う

と
し
た
形
跡
。

32 
1
3
7
8
,
 
廿
慶
賀
.
3
オ
,
2
6
5
,
 
詞
誉
「
か
へ
ら
せ
給
御
お
く
り
も
の

に
御
て
」
は
1
3
8
0
詞
書
の
二
行
目
「
ほ
こ
ら
せ
て
た
て
ま
つ
り
給
」

ま
で
を
目
移
り
し
て
書
い
た
も
の
を
削
っ
た
上
に
書
く
。

以
上
、

三
十
二
箇
所
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
見
せ
消
ち
な
ど
を

用
い
ず
に
害
損
を
肛
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
付
箋
や
書
き
込
み
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
く
。

ま
ず
、
歌

一
首
等
を
補
う
場
合
に
つ

い
て
で
あ
り
、
歌
の
補
入
は
五
箇

所
あ
る
。
1
 20
1
.
 四
夏
,
9オ
•
4
4
,
1
9
9
番
歌

「
我
や
と
の
」
と
2
0
0
番
歌

「
と

こ
な
つ
の
花
を
：
．」
と
の
間
に
、

2
0
1
番
歌
「
と
こ
な
つ
に
お
も
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ひ
そ
め
て
は
人
し
れ
ぬ
こ
：
ろ
の
ほ
と
は
色
に
み
え
な
む
」
を
細

字
で
記
し
、
記
号
で
2
0
0
番
歌
の
後
ろ
に
入
れ
る
指
示
が
あ
る
。

墨
色
が
1
9
9
番
歌
・
2
0
0
番
歌
と
は
違
う
の
で
後
時
補
入
と
見
え
る
。

2
 61
2
,
 十
恋
二
•
3オ
•
1
0
6
,
6
1
3
番
歌
の
詞
書
二
行
の
上
部
に
6
1
2

番

歌
を
記
載
し
た
貼
込
あ
り
。

「

又
返
し
敏
仲
イ
本

コ
A

ロ
ミ
ニ
ナ
ヲ
、
リ
立
ム
ナ
ミ
タ
カ
ハ

ウ
レ
シ
キ
セ
ニ
モ
ナ
カ
レ
逢
ヤ
ト
」

3
 62
4
,
 
十
恋
一

―,
5
オ
.
1
0
9
 `
 
6
2
5
番
歌
の
上
部
に
6
2
4
番
歌
と
6
2
5
番

歌
の
詞
書
と
詠
み
人
と
を
記
載
し
た
貼
込
あ
り
。

「

女

ニ
ッ
カ
ハ
シ
ケ
ル
イ
本

オ
ト
ニ
ノ
ミ
キ
、
コ
シ
ミ
ワ
ノ
カ
ケ
ナ
レ
ヨ
リ
モ

ス
キ
ノ
カ
ス
ヲ
ハ
。
ミ
フ
シ
モ

ヲ
ノ
レ
ヲ
ヲ
モ
ヒ
ヘ
タ
テ
タ
ル
コ
ト
有
卜

イ
ヘ
ル
女
ノ
カ
ヘ
リ
コ
ト
ニ
ッ
カ
ハ
シ
ケ
ル

兼
輔
朝
臣

（
「
ナ
レ
ヨ
リ
モ
」
の
「
レ
」
を
見
せ
消
ち
）
（
。
に
「
我
」
を

補
入
す
る
指
示
）
」

4
 64
1
.
 
十
恋
二
,
8
オ
,
1
1
3
,
6
4
0
番
歌
と
6
4
2
番
歌
の
上
に
6
4
1
番
歌

を
記
載
し
た
貼
込
あ
り
。

「

御

返

延

喜

御

製

イ

本

ウ
ッ
A

ニ
ソ
ト
フ
ヘ
カ
リ
ケ
ル
ユ
メ
ト
ノ
ミ

マ
ト
ヒ
シ
ホ
ト
ヤ
ハ
ル
ケ
カ
ル
ラ
ム
」

5
 13
4
8
,
 十
九
離
別
,
9
オ
,
2
5
8
.
1
3
4
7
番
歌
と
1
3
4
9
番
歌
詞
世
と
の
狭

い
空
間
に
1
3
4
8
番
歌
を
補
入
す
る
。

「

返

し

い

せ

お
さ
へ
つ
；
我
は
袖
に
そ
せ
き
と
む
る
舟
こ
す
し
ほ
に
な
さ
し
と

お
も
へ
は
」
。

付
箋
を
し
て
補
っ
た
歌

2
.
3
.
4
の
三
首
と
、
細
字
で
行
間
に
補
っ

た
1
.
5
の
二
首
と
が
あ
る
。
す
べ
て
同
疵
と
見
ら
れ
る
。

2
6
1
2
番
歌

に
つ
い
て
、

「
校
本
と
研
究
j

で
は

「書
写
者
ノ
誤
脱
ノ
タ
メ
該
当
ノ
箇

所
二
押
紙
シ
テ
」
と
言
い、

3
6
2
3
番
歌
に
つ
い
て
も

「誤
脱
」
と
言
う
。

4
 6
4
1
番
歌
に
つ
い
て
は
『
校
本
と
研
究
」
底
本
の
二
荒
山
本
に
も
当
該

歌
が
な
い
た
め
堀
河
本
に
つ
い
て
も
単
に
「
ナ
シ
」
と
だ
け
し
て
い
る
。

し
か
し

2
6
1
2
番
歌
と

3
6
2
3
番
歌
は

4
6
4
1
番
歌
と
同
じ
く
全
て
カ
タ

カ
ナ
で
書
か
れ
て
お
り
、
あ
と
で
見
る
よ
う
に
堀
河
本
に
お
い
て
は
ほ
と

ん
ど
に
お
い
て
親
本
の
本
文
を
写
し
た
と
こ
ろ
を
訂
正
す
る
場
合
は
ひ
ら

が
な
を
、
イ
本
の
本
文
を
誉
き
付
け
る
場
合
は
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
る
処
理

を
し
て
い
る
。
ま
た
、

1
.
5
が
一
行
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

2
.
3
.

4
の
歌
で
は
二
行
書
と
し
て
い
る
。
堀
河
本
の
歌
は
本
来
は
一
行
書
で
あ

る
。
親
本
の
歌
を
誤
脱
し
た
場
合
は

1
.
5
の
よ
う
に
無
理
を
し
て
も
細

字
補
入
に
て
補
う
の
で
あ
り
、

2
.
3
.
4
の
三
首
は
イ
本
の
本
文
を
提

示
す
る
た
め
の
貼
紙
と
見
な
し
て
よ
く
、
堀
河
本
の
親
本
に
元
来
は
無

か
っ
た
歌
と
判
断
さ
れ
る
。

百校
本
と
研
究
』
の
判
断
に
は
従
え
な
い
。

ま
た
、
現
存
付
箋
は
堀
河
本
中
に
も
う
一
箇
所
存
在
す
る
。

7
3
,
 ニ
春
中
•
6オ
•
2
1
.
 
歌
「
山
風
の
花
の
か
か
と
ふ
、
も
と
に
は
春

の
霞
そ
ほ
た
し
な
り
け
る
」
の
二
句
目

「
か
と
ふ
」
の
右
に
縦
20
mm

横

6
m
m
の
付
装
を
し
て
「
サ
ソ
フ
」
と
あ
る
。
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カ
タ
カ
ナ
な
の
で
イ
文
の
表
示
と
見
え
る
。
本
文
と
同
箪
と
見
え
る
が
、

こ
こ
だ
け
な
ぜ
付
箋
な
の
か
は
不
明
。

ま
た
、
『
校
本
と
研
究
』
で
は
次
の
書
き
込
み
の
四
箇
所
の
合
点
「
＼
」

に
つ
い
て
「
（
朱
）
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

4
0
8
,
 
七
秋
下
・
｀
9

オ`
7
6
 `
歌
三
「
あ
ら
は
こ
そ
」
の
「
ら
」
に
右
傍
書
「
＼

レ
」
。
歌
四
「
林
の
に
し
き
」
の
「
の
」
に
右
傍
書
「
＼
ニ
イ
」
。

4
5
8
,
 
八
冬
,
3
オ
,
8
4
.

歌

一
「
人
住
ぬ
」
の
「
ぬ
」
に
右
傍
書
「
＼
ス
イ
」
。

宝
2
,

十
恋
一
1.
8

オ
,
1
1
4
 `

歌
四
「
我
身
の
浦
や
」
の
「
浦
」
に
右
傍

書
「
＼
ウ
エ
」
。

だ
が
、
堀
河
本
中
に
朱
の
書
き
入
れ
は

一
箇
所
も
存
在
し
な
い
。
何
か
の

誤
り
と
思
わ
れ
る
。

他
に
、
記
号
を
伴
わ
な
い
修
正
と
し
て
小
字
で
書
き
込
む
や
り
方
が
あ

る
。
「
に
し
き
あ
ふ
と
」
の
「
あ
ふ
」
の
間
に
「
ら
」
を
小
さ
く
書
き
添

え
る
(
4
1
5
｀
七
秋
下
,
9-1:', 
7
7
,
 歌
四
）
と
い
っ
た
例
で
あ
る
。
3
4
,

一
春
上
,
7

ゥ
,
1
4
歌
四
、
2
5
5
,

五
秋
上
•
6ウ

5
3
,歌
四
、
4
2
5
,

七
秋
下

'10
ウ
7
8
,

歌
二
、

5
0
9
,
 
九
恋
―
`
2
オ
,
9
0
,
 
詞
書
6
6
1
｀
十
恋
二
．
l
l

オ」
1
1
7
,

詞
書
、

8
0
3
,

十
二

恋
四
2

ウ
,
1
5
4
歌
一
、

1
1
2
2
,

十
五
雑
―
,
1
2
オ
,
2
1
1
,
 
詠
人
、

1
2
0
0
,

十
七

雑
三
,
2
ウ
,
2
2
8
詞
書
、

1
2
3
4
,

十
七
雑
三
’
l
o才
•
2
3
5
 `
詞
書
、

1
3
8
6
,

廿
哀

傷

A
ォ,
2
6
6
,
 
詞
書
、

1
40
9—
廿
哀
傷,
8ウ

2
7
1
,歌
一二
、
と
全
部
で
十
二
箇

所
あ
る
。

堀
河
本
の
中
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
書
き
込
み
は
次
の
四

種
類
に
大
別
さ
れ
る
。

甲
「
親
本
の
本
文
を
提
示
す
る
た
め
の
も
の
」
（
ひ
ら
が
な
を
使
用
）

①
見
せ
消
ち
（
横
二
点
「
＝
」
を
使
用
）

②
見
せ
消
ち
の
う
え
訂
正
（
横
二
点
「
＝
」
を
使
用
）

③
本
文
補
入
（
縦
二
点
「
11

」
で
補
入
箇
所
を
示
す
）

乙
「
「
イ
」
本
の
異
文
を
示
す
た
め
の
も
の
」
（
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
）

①
異
文
提
示
（
傍
書
）

②
異
文
補
入
（
縦
二
点
「
11

」
で
補
入
箇
所
を
示
し
て
傍
書
）

丙
「
「
正
」
本
の
異
文
を
示
す
た
め
の
も
の
」

丁
「
親
本
・
「
イ
」
本
・
「
正
」
本
、
ど
れ
と
も
取
れ
な
い
傍
書
」

堀
河
本
で
は
親
本
の
本
文
を
誤
脱
し
た
場
合
、
余
剰
の
と
き
に
は
①
見

せ
消
ち
の
み
で
、
改
め
る
場
合
は
②
見
せ
消
ち
訂
正
で
対
処
す
る
が
、
こ

の
と
き
に
使
わ
れ
る
見
せ
消
ち
は
図
版
⑨
の
横
二
点
「
＝
」
が
使
用
さ
れ

る
。
脱
し
た
の
に
補
う
さ
い
に
は
図
版
＠
の
縦
二
点
「
11

」
で
挿
入
箇
所

(
8
)
 

が
示
さ
れ
、
⑨
「
た
」
＠
「
女
侍
り
け
る
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ひ
ら
が

な
が
使
用
さ
れ
る
（
甲
②
⑤
）
で
カ
タ
カ
ナ
の
使
用
は

一
例
も
な
い
）
。

対
す
る
に
、
乙
の
イ
本
の
本
文
が
示
さ
れ
る
と
き
に
は
図
版
④
の
よ
う

C
9
)
 

に
カ
タ
カ
ナ
で
該
当
箇
所
に
傍
書
す
る
形
を
と
り
、
イ
文
が
挿
入
さ
れ
る

と
き
に
は
縦
二
点
「
11

」
で
挿
入
箇
所
が
示
さ
れ
る
。
イ
文
の
書
き
込
み

は
、
巻
七
の
巻
頭
あ
た
り
（
七
秋
下
•
3ウ
-
6
オ
•
7
1
-
7
2
)

に
顕
著
で
あ

る
よ
う
に
、
本
文
と
比
べ
る
と
墨
色
が
濃
か
っ
た
り
薄
か
っ
た
り
し
て
明

ら
か
に
異
な
り
、
基
本
的
に
後
時
補
入
と
考
え
ら
れ
る
。

賂
し
い
書
き
入
れ
が
あ
る
と
は
言
え
、
見
せ
消
ち
記
号
と
補
入
記
号
と

の
書
き
分
け
・
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
と
の
書
き
分
け
と
が
あ
っ
て
、
そ

の
種
別
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
お
り
、
書
き
入
れ
を
判
読
す
る
の
に
困
難

を
生
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
た
だ
、
図
版
＠
の
よ
う
に
小
字
で
「
タ

イ
シ
ラ
ス
イ
」
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
問
題
無
い
が
、
処
理
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贔雇~ 了記畠'- '---

巻1 0 7 4 7 

゜
2 

巻2

゜
1 3 5 

゜゚巻3 1 5 5 5 

゜
2 

巻4 1 3 0 15 4 1 
巻5 0 6 2 6 1 1 
巻6 0 9 1 19 2 2 
巻7 2 11 0 50 

゜
1 

巻8 0 6 0 25 1 

゜巻9 3 2 3 36 2 3 
巻10 2 7 4 50 1 5 
小計 9 57 22 218 11 17 

巻11 2 13 2 46 

゜
2 

巻12 1 8 5 16 

゜
1 

巻13 4 11 6 38 

゜゚巻14 3 13 10 25 

゜
2 

巻15 7 8 7 49 

゜
6 

巻16 1 7 11 55 

゜
2 

巻17 1 ， 6 24 
゜
6 

巻18 0 8 1 5 

゜
1 

巻19 0 7 7 22 

゜
3 

巻20 2 5 1 17 

゜
6 

小計 21 89 56 297 0 29 

甲
②
に
四

に
困
る
場
合
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

と
く
に
本
行
化
し
た
イ
文
の
場

合
に
処
理
に
困
る
。
図
版
R
で
は
、

9
9
7
番
歌
「
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス
イ
」
は

イ
本
本
文
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
断
で
き
る
場
合
だ
が
、
9
9
6
番
歌
「
貰

之

イ

」
は
詞
書
や
歌
の
本
文
同
様
の
大
き
さ
で
書
か
れ
て
い
る
。
堀
河

本
の
親
本
マ
マ
の
「
イ
」
な
の
か
、
親
本
に
「
貰
之
」
の
記
載
が
あ
り
イ

本
に
も
「
貫
之
」
と
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
記
載
な
の
か
、
な
ど
様
々

な
判
断
の
可
能
性
が
あ
り
、
に
わ
か
に
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
図
版
＠

の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。
＠
は
承
保
三
年
本
系
統
の
本
文
を
堀
河
本
が
持

つ
巻
十
五
の
巻
末
歌
で
あ
り
、
承
保
三
年
本
系
統
の
天
理
図
書
館
本
で
は

こ
の
箇
所
は
空
欄
に
な

っ
て
い
る
。

堀
河
本
の
親
本
に
も
「
返
」
は
無
か
っ

た
も
の
と
推
し
得
る
。
本
行
化
し
て
い
る
理
由
は
明
確
に
は
で
き
な
い
が
、

9
9
6
の
「
貰
之
」
も
9
9
7

「
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス
」
同
様
、
堀
河
本
の
親
本
に
無

か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、

書
き
入
れ
に
合
点
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り、

例
・
乙
に
六
十

一
例
・
丙
に

一
例
・
丁
に
四
例
で
あ
る
。

見
せ
消
ち
・
訂
正
・
補
入
の
実
数
を
表
に
し
て
示
す
。

こ
う
し
た
多
く
の
書
き
入
れ
に
よ
っ
て
、
堀
河
本
書
写
者
が
す
べ
て
の

書
損
を
訂
正
し
終
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
イ
本
の
本
文
を
書
き

入
れ
し
終
え
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
じ
た
書
損
を
し
つ
か

り
と
訂
正
し
て
親
本
の
本
文
を
正
し
く
本
に
書
き
残
そ
う
と
す
る
態
度
が

あ
る
と
見
え
る
。
加
え
て
イ
本
の
本
文
を
も
書
き
残
そ
う
と
す
る
態
度
も

あ
る
と
見
え
る
。
そ
の
書
写
態
度
は
熱
心
な
も
の
に
思
え
る
。

「正
」
の
書
き
入
れ
は
巻
四
か
ら
巻
十
ま
で
で
あ
り
、
二
荒
山
本
や
片

仮
名
本
同
様
お
そ
ら
く
は
多
く
と
も
前
半
十
巻
し
か
無
か

っ
た
と
見
え
る
。

ま
た
、

『校
本
と
研
究
j

に
よ
れ
ば
、

転
倒
記
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る

箇
所
が
一
箇
所
の
み
存
在
す
る
（
図
版
R)。

親
本
に
は

「
国
忠
」
と
あ

る
の
だ
が
、
イ
本
に

「忠
国
」
と
あ
る
の
を
「
忠
」
の
直
下
の
記
号
で
示

(11
)
 

し
て
い
る
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
レ
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
堀

河
本
の
書
写
者
は
写
本
書
写
の
約
束
事
に
或
る
程
度
通
じ
て
い
た
人
物
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

最
後
に
、
堀
河
本
を
実
見
す
る
と
奇
妙
な
こ
と
が
あ
る
。

巻
五
•
巻
七

は
部
立
名
「
秋
上
」

「秋
下
」
の
墨
色
が
、
そ
の
上
の
巻
数
題
「
後
撰
和

歌
集
巻
第
五
」
「
後
撰
和
歌
集
巻
第
七
」
の
墨
色
と
明
ら
か
に
異
な
る
。

単
純
に
、
書
き
忘
れ
て
い
た
の
を
あ
と
で
書
き
付
け
た
だ
け
の
も
の
と
考

え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
巻
で
は
同
様
の
現
象
を
明
確
に
は
指

摘
で
き
な
い
。お

わ
り
に

堀
河
本
は
き
わ
め
て
多
く
の
書
き
入
れ
が
存
在
す
る
本
で
あ
り
、
本
稿

で
見
て
き
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
証
本
を
作
成
す
る
目
的
や
美
麗
な
調
度
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＠
見
せ
消
ち
例

2
5
,

一
春
上
,
7

オ

'13

＿摩屯

＠
本
文
挿
入
例

4
,

―
春
上
,
2

ウ
,
8

ー
'
¥↑
ぷ

ftu

J
ク八書
y

R
イ
文
例

l
l
9

一
春
上
,
4

オ．
l

o

ヽ

t

ヽ
~

と
ゑ
:
グ
ぃ
ぷ

R
イ
文
小
字
例

5
1
6
,

九
恋
I

,
3
ウ
.9
2
 

y
ノベ

ゞ

9ー
9

）^え

1

-

ぷ

r&

＞
ひ
ァ
t乳
ぶ
ふ
ふ
玄
少
ク
り
も
ら
”

r
9

ふ

R
ィ
文
本
行
化
＋
小
字
例

9
9
6
・
9
9
7
｀
十
四
恋
六
.1
ウ
.1
8
7
 

ぷを
N
そ
竹
九
％骨え
ー

，

ふ
i
り
反
杞
履
ク
図
為
旦

{の．と^
‘:オ

ii1

!
Vと
名
ち
り

i
ぷ
々
贔
｛
名
9

を

；

ふ

R
転
倒
記
号

6
8
1
.

十
恋
二
.
1
4
ウ
.1
2
1
 

「小
•• 



品
を
作
成
す
る
目
的
で
は
な
く
、
手
沢
本
と
し
て

『後
撰
和
歌
集
』
を
熱

心
に
読
も
う
と
す
る
目
的
を
持

っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
杉
谷

は
「
現
存
堀
河
本
の
運
籠
の
速
い
こ
と
に
よ
る
不
用
意
な
本
文
書
写
」
と

い
っ
た
言
い
方
で
、
誤
脱
や
錯
誤
を
、
ひ
と
り
堀
河
本
の
書
写
者
の
責
と

理
解
さ
れ
る
言
い
方
を
す
る
が
、
誤
脱
や
錯
誤
に
は
堀
河
本
の
親
本
以
前

に
生
じ
て
い
た
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
誤
脱
や

錯
誤
で
は
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

堀
河
本
か
ら
再
現
で
き
る
親
本
の
本
文
を
き
ち
ん
と
把
握
し
混
態
で
あ

る
可
能
性
を
承
知
し
た
う
え
で
杉
谷
論
文
に
拠
り
な
が
ら
、
巻
十
四
ま
で

の
本
文
•
巻
十
五
と
十
六
そ
し
て
巻
十
七
途
中
ま
で
の
本
文
•
巻
十
七
途

中
以
降
の
本
文
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
し
て
書
き
込
ま
れ
た
イ
本
と
正
本
の
性
格
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
合
点
か
ら
書
写
者
の
後
撰
和
歌
集
へ
の
態
度

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
荒
山
本
・
片
仮
名
本
・
白
河
切
•
烏
丸
切
そ
し
て
堀
河
本
の
「
正
」

本
、
こ
れ
ら
は
前
半
十
巻
の
本
文
し
か
窺
い
知
れ
な
い
。
ま
た
、
全
巻
を

完
備
す
る
非
定
家
本
系
統
の
伝
本
は
堀
河
本
・
雲
州
本
・
伝
坊
門
局
籠
本

の
三
本
と
承
保
三
年
本
系
統
の
二
本
し
か
現
存
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

堀
河
本
と
承
保
三
年
本
系
統
と
は
後
半
十
巻
内
に
混
態
を
持
つ
可
能
性
が

高
い
と
い
う
、
特
異
な
現
象
が
あ
る
。
加
え
て
、
定
家
本
系
統
の
本
文
で

も
無
年
号
本
系
統
か
ら
年
号
本
系
統
へ
の
変
化
の
中
で
後
半
十
巻
で
は
本

(12) 

文
の
異
同
が
微
小
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
理
由
は
判
然
と
し
な
い

も
の
の
、
後
撰
和
歌
集
の
後
半
十
巻
の
伝
来
過
程
は
前
半
十
巻
と
は
沢
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
堀
河
本
巻
十
一
か

ら
巻
十
四
の
本
文
は
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
。

「巻
十
ま
で
の
ニ
―
四
首
（
諸
本
の
約
一二
割
）
し
か
伝
存
し
な
い
古
笙
切
」

で
あ
る
「
平
安
末
期
の
書
写
に
な
る
白
河
切
」
の
本
文
と
堀
河
本
の
本
文

と
の

「親
し
さ
」
を
杉
谷
は
指
摘
す
る
。
堀
河
本
の
混
態
が
欠
損
を
補
う

と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
堀
河
本
の
混
態

の
様
相
は
長
い
時
間
を
か
け
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
巻
十
四
ま
で
は
古

い
由
来
を
持
つ
本
文
で
あ
る
と
推
し
得
る
。
後
撰
和
歌
集
の
本
文
研
究
に

お
い
て
堀
河
本
は
た
い
そ
う
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)
『
後
撰
和
歌
集
』
諸
本
系
統
を
示
す
（
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の

研
究
』
を
も
と
に
補
足
）
。

一
、
汎
清
輔
本
系
統

(
-
）

二

荒

山

本

（

巻

一
＼
十
の
み
の

一
冊本）

（
二
）
（
l
）
片
仮
名
本

（巻一

i
+
、
三
帖
装
も
と
は
一
帖
？
）

(
2
)伝
慈
円
本
（
巻
七
•
八
の
み
現
存
、
清
輔
本
自
体
）

(
3
)
承
安
三
年
1
1
7
3

本
（
巻

一
i
二
十
、
校
異
本
文
と
し
て
の
み
）

二
、
古
本
系
統

(
-
）
（
1
)
白
河
切
（
巻
十
ま
で
の
み
）

堀
河
本
（
上
下
二
冊
。
上
冊
巻
一

i
+
、
下
冊
巻
十
一

i
二
十）

胡
粉
地
切
（
巻
十
一
＝
ま
で
の
み
）

1
4
1
7
首

行
成
本

（巻一

i
二
十
、
校
異
本
文
と
し
て
の
み
知
ら
れ
る
）

(l
)
烏
丸
切
（
巻
十
ま
で
の
み
）

(2
)
イ
庇
長
本

（巻
一
ー
ニ
十
、
校
異
本
文
と
し
て
の
み
知
ら
れ
る
）

ロ
雲
州
本
（
上
下
二
冊
本
。
上
冊
巻

一
i
+
、
下
冊
十

＿
ー
ニ
十
）

1
4
3
7
首

（ニ（三（四
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三
、
承
保
三
年
1
0
7
6
本
系

関
西
大
学
本
（
久
曽
神
昇
氏
旧
蔵
本
）

（
一
冊
本
。
上
冊
巻

一
1
+
、
下
冊
巻
十

一
ー
ニ
十
を
合
綴
）

天
理
図
書
館
本
（
伝
正
徹
本
）
1436首

（
上
下
二
冊
、
上
冊
巻

l
1
+
、
下
冊
巻
十
一
ー
ニ
十）

四、

定
家
本
系
統

(
-
）
（
1
)
無
年
号
A
類
本
（
俊
成
本
を
淵
源
と
す
る
か
）

(
2
)
無
年
号
B
類
本

(
A
類
本
を
親
本
、
1
2
1
4
1
 12
16
?) 

年
号
本
（
承
久
本
・
貞
応
本

・
天
福
本
な
ど
、

12
2
1
-
1236)1425首

〇
伝
坊
門
局
筆
本
（
上
冊
巻
一

1
巻
十
二
、
下
冊
巻
十
三
＼
二
十
、
非
定
家
本
系
統
）

1
4
1
6
首
。
杉
谷

『後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
j

刊
行
後
に
出
現
。

(
2
)
小
松
茂
美
「
後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
』
誠
信
書
房
、
昭
和
一二
十
六
年
。

(3
)
杉
谷
寿
郎
「
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
昭
和
四
十
六
年
。

(
4
)
堀
河
本
の
本
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ

／
デ

ジ
タ
ル
目
録

D
B
「
l
8
g1
3
1
4
八
代
集
」
を
使
用
。
小
松
茂
美
「
後
撰
和

歌
集
校
本
と
研
究
』
・
片
桐
洋

一
「
後
撰
和
歌
集
索
引
』
に
活
字
翻
刻
等
が

あ
る
が
、
小
字
大
字
が
入
り
交
じ
る
多
く
の
書
き
入
れ
で
示
さ
れ
た
堀
河
本

の
書
写
の
様
相
を
活
字
に
よ
っ
て
十
全
に
示
す
に
は
困
難
が
伴
う
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(
5
)
本
稿
で
は
「
5
,
―
春
上
.
3
+
'
-
9
.
詠
人
「
左
大
臣
実
頼
」
の
上
に
て
詞
書

末
尾
と
思
わ
れ
る
「
は
し
け
る
」
の
書
損
を
水
で
消
す
。
」
の
よ
う
に
、
所
在

等
を

「
新
編
国
歌
大
観
番
号
、
巻
数
と
部
立
ー
各
巻
で
の
丁
数
と
ウ
ラ
か
オ
モ

テ
か
電
子
資
料
の
コ
マ
数
現
象
」
で
示
す
。

(
6
)
福
田
孝

「
承
保
三
年
奥
響
本

「後
撰
和
歌
集
」
に
つ
い
て
」

「
和
歌
文
学

研
究
」
101
号

平

成

二
十
二
年
。

(
7
)
杉
谷
は

(
3
)
の
「
第
二
章
古
本
系
統
第
一
節
（
二
）
堀
河
具
世
筆

本
」
の
注

(
2
)
に
お
い
て
「
ひ
ら
が
な
に
よ
る
校
定
、
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
「
イ

本
」
校
異
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

(
8
)
「校
本
と
研
究
」
に
お
け
る
堀
河
本
下
冊
の
翻
刻
で
は
こ
の
横
二
点
「
＝
」
．

縦
二
点

「
11

」
を
活
字
で
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

(
9
)
例
外
的
に
ひ
ら
が
な
を
含
ん
で
い
る

「イ
」
は
全
部
で
十
四
箇
所
あ
る
。

2
1
6
.
 四夏
｀

1
1
オ
,
4
6
,

「
せ
ヨ
イ
」
、
2
6
8
,五
砂
5上
•
8
ウ
•55
,
 「
あ
け
イ
」
、

2
8
0
,
 
六
秋
中
3
ォ
•
5
7
疇
「
い
勢
イ
」
、
2
9
8
,六
秋
中
•
6
ウ
•61. 
「
ゆ
イ
」
、

4
1
6
、
七
秋
下
•
9
ウ
•

7
7
,
 「せ

イ
」
、
42
1.
七
秋
下
・
｀loオ
•
77 ̀
「
せ
イ
」
、
4
3
3
,

七
秋
下
•
1
2
ウ
.
80, 
「返
し
イ
」
、
7
1
2
,十
一
恋
三
•4
オ

,

136, 
「二
む
ら
イ
」
、

7
1
7
,
 
十

一
恋
―
―
―
`
5
ウ
•

138, 
「な
き

イ
」
、
9
9
5
,十
四
恋
六
·
lオ
•
186, 
「
す
イ
」
、

1120
.
 
十
五
雑
―

.llウ
、
2
1
1
,
「キ
U

イ
」
、
1
1
7
6
,
--1-
’
ナハ碑祉一―
.
11-ls;-, 
2
2
2
 ̀「

L

き
イ
」
、
1
2
6
6
,十
八
雑
四
4
ウ
•
2
4
3
,
 「
ナ
キ
な
イ
」
、
2
8
8,六
秋
中
•5
オ

5
9
,

「＼
ほ
イ
」
。

(10)
「
イ
」
を
伴
わ
な
い
カ
タ
カ
ナ
の
書
き
入
れ
を
本
稿
で
は
乙
①
の
イ
本
の

異
文
を
示
す
た
め
の
も
の
と
判
断
し
て
計
上
し
て
い
る
。
7
3
,二
春
中
•
6

ォ
•
21. 
「
サ
ソ
フ
」
、
3
6
7
疇
七
秋
下
•
3
ウ
•

71. 
「
イ
ヒ
ヲ
ク
リ
ハ
ヘ
リ
」
、
3
7
8
`
 

七
秋
下
•
4
ウ
7`2. 
「
ア
ル
」
、
ま
8
一
十
恋
二
9
ォ`

115. 
「
フ
シ
ノ
ネ
」
、689疇

十
恋
二
疇1
6
オ
•123. 
「
女
ノ
」
、
6
9
0
,十
恋
二
、
1
6
ウ
12
3
.
「
イ
ヒ
」
、
7
7
3
,
+
 

一
恋一
―1.15ウ`

148, 
「
カ
タ
マ
モ
ヲ
」
、
9
0
3
,
十
三
恋
五
3
オ
•
171. 
「イ」、

1079, 十
五
雑
―
,
2
オ•
201. 
「
ハ
ヘ
リ
」
、
1
0
8
2
,十
五
雑
一
、
3
オ
•20
2
疇
「
ウ
ム
」
、

1089
,
 
十
五
雑
―
,
4
オ
•20
3
,
 「ユ
キ
カ
フ
」
、
1
1
2
5
.十
六
雑
二
•
1
ウ
•21
3
,
 「ケ」、

1130
.
 
＋
六
雑
二
•
2
ウ｀
2
1
4
・
「
ハ
ニ
カ
」
、
1
3
1
0
,十
九
離
別
•
2
ウ・
2
5
2

,

「ム

ス
メ
」
、
7,

―
春
上
•
3ウ

1
0
,「
＼

ユ
ク
」
、
4
08
.
 
七
秋
下
•
9
オ
·
7
6

,

「＼
レ
」
、

9
1
7,
 
十
三
恋
五
”
5
ウ
,
174, 
「＼
エ
カ
タ
ウ

」、
1
3
7
7
疇
廿
慶
賀
•
2
ウ
•

2
6
5,
 「＼

サ
ヘ
テ
マ

サ
ヘ
ヨ
ロ

ツ
ヨ
ニ
」
、
1
3
7
7
.廿
慶
賀
•
2
ウ
•26
5
,
 「＼
コ
、
ロ
シ

ッ

- 17 -



カ
ニ
」
、
全
十
九
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
、
3
0
0
,

六
秋
中
,
7
オ
、6
1
,

歌
―
二
「
白
露
と
お
も
も
く
お
し
み
」
の

「と」

「
も
も
」
「
み
」
に
そ
れ
ぞ
れ
右
傍
書
「
ノ
」
「
カ
マ
」
「
キ
イ
」
、
の
よ
う
な

例
は

「
キ

イ
」
の
「
イ
」
が
「
ノ
」

「
カ
マ
」
に
も
係
る
と
見
て
一
箇
所
と

し
て
計
上
し
て
い
る
。

(1
1
)
5
8
番
歌
（
二
春
中
,
3
ウ
,
1

9
)

の
第
五
句
「
鶯
の
き
る
」
に
は
「
る
」
の

左
下
に
「
イ
」
と
あ
り
、
「
の
」

右
上
と
「
る
」
右
下
と
に
記
号
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
見
え
る
。
解
読
で
き
て
い
な
い
。

(12)
注
6
の
拙
論
の
注

(17)
に
て
言
及
し
て
い
る
。

本
稿
は
W
e
b
上
の
堀
河
本
の
電
子
資
料
を
検
討
し
た
の
ち
に
書
陵
部
で
実

見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
報
告
で
あ
る
。
電
子
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
国
文
学
研
究
資
料
館
と
、
閲
覧
と
電
子
資
料
の
掲
載
と
を
許
可
し
て
く

だ
さ
っ
た
書
陵
部
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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